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平 成11 年 度 当 初 予 算( 案) の あ ら ま し

限られた財源を 効率的に使い
区民のくらしを守ります

平成11年度の予算( 案) がまとま
りました。総額は、3, 024億円余で
す。そのうち、一般会針は2, 027億
円。一般会計では2 年連続増加しま
した。
予算( 案) は「地域保健福祉の展

開」「産業振興対策の強化」「防災対
策とコミュニティ形成の推進」「教
育条件の整備と生涯学習の推進」「環
境に配慮した総合的なまちづくり施
策の展開」を基本的な考えとしてい
ます。

この予算(案)は
第一回区議会定例会で
審議中です

表1　 平成11年度足立区当初予算(案)概要 (単位　百万円)

表2　 一般会計予算規模の推移 (単位　億円)

平成11年度一般会計当初予算(案)の内容
( ) 内の数字は、総予算額に対する構成比

図1　 財源別歳入予算額

図2　 目的別歳出予算 額

図3　 性質別歳出予算額

予
算
の
用
語

国
庫
支
出
金
(
図
1
※
参
照
)

国
が
地
方
公
共
冊
床
に
対
し
、
そ
の
使

塗
箍
一定
し
て
交
付
す
る
も
の
で
、
そ
の

目
的
ま
た
は
性
格
に
よ
り
委
託
金
、
負
担

金
お
よ
び
補
助
金
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。国

庫
委
託
金
は
、
本
来
、
直
接
国
が
実

施
す
べ
き
事
務
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費
全

部
夲
委
託
交
付
す
る
も
の
で
、
国
会
議
員

の
選
挙
費
、
国
の
統
計
調
査
費
、
外
国
人

登
録
事
務
費
等
が
あ
り
ま
す
。
国
庫
負
担

金
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
相
互
の
利
害

に
関
係
が
あ
る
事
務
に
つ
い
て
、
そ
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
国
が
負
扣
交
付
す
る
も

の
で
、
義
務
教
育
費
、
生
活
保
護
費
、
災

害
救
助
事
業
費
等
が
あ
り
ま
す
。
国
肅
補

助
啻
ば
、
地
方
公
共
団
体
が
負
担
す
る
事

務
に
つ
い
て
奨
励
的
書
に
は
財
政
援
助
的

な
意
味
を
も
ち
補
助
交
付
す
る
も
の
で
、

土
地
区
画
整
理
事
業
費
、
市
街
地
再
開
発

事
業
費
等
が
あ
口
ま
す
。

平成11年度予算( 案) のくわしい内容
については、4 ・5 面をご覧下さい。

今号の主な内容
2
・
3
面
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
訪
問
:
-東
京
武
道
館
/
学
校
ア
ル
バ
ム
/
　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
▽
予
算
特
集

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
引
つ
越
し
ト
ラ
ブ
ル
に
ご

注
意
/
掲
示
板
/
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

8
面
▽
〉▽
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

不
況
の
荒
波
か
ら
区
民
生
活
を

守
る
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た

景
気
の
低
迷
状
態
が
続
く
中
、
同
時

に
区
を
め
ぐ
る
財
政
状
況
も
依
然
と
し

て
厳
し
い
か
こ
で

、
平
成
い
H年
度
当
初

予
算
は
私
に
と
り
ま
し
て
三
度
目
の
編

成
と

な
り
ま
し
た

。
予
算
規
模
は
、
一

般
会
計
2

千
2
7億
円
、
前
年
度
比
2
.
4
%

増
と
な
り

、
二
年
連
続
し
ア
酳

年
度
を

上
回
り
ま
し
だ

。

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
こ

の
不
況
の
荒
波
か
ら
区
民
の
生
活
と
営

業
を
守
り

、
支
援
す
る
こ
レ
に蒼

重
視
し

、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
区
民
サ
ー
ビ
ス

と
区
民
施
策
の
芫
実
を
図
る
た
め
、
区

民
の
声
や
要
望
を
反
映
す
る
ぷ
つ
努
め

創
意
工
夫
啻
里
ね
ま
し
た

。
具
体
的
に

は

。
次
の
立

雀

の
重
点
施
策
を
中

心

に
予
算
編
成
を
し
ま
し
た

。

第
一
に

、
地
域
保
健
福
祉
施
策
で
は

、

特
別
養
護
甼
(

ホ
ー
ム

「
伊
興
園

」
の

用
地
購
入
費
の
助
成
、
軽
費
老
人
ホ
ー

ム

「
ケ
ア
「

ウ
ス
西
新
井

」
の
建
設
助

成
、
2
ヵ
所
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
開
設
な
ど
介
護
保
険
制
度
の
施
行

に
合
わ
せ
た
施
設
整
備
を
図
り
ま
す
。

障
害
者
へ
の
福
祉
施
策
と
し
て
は

、
障

害
者
の
保
護
雇
用
事
業
を
拡
大
す
る
と

と
も
に

、
新
た
に
知
的
障
害
者
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
女
性
の
社
会
参
加
お
よ
び
子
育

て
支
援
策
と
し
て
は

、
家
庭
福
祉
員
の

増
員
を
図
る
と
と
も
に
、
無
認
可
保
育

所
3

ヵ
所
の
新
設
を
助
成
・
支
援
し
ま

す

。
ま
た
、
冑
が
ん
検
診
に
血
液
検
査

に
よ
る
新
た
な
検
査
法
(

ベ
プ
シ
ノ
ゲ

ン
法
)

拿

繼

的
に
導
入
し

、
受
診
率

の
向
上
を
図
n
ま

す

。
歯
周
疾
患
検
診

に
つ
い
て
も
対
象
者
を
拡
大
し
て
ま
い

り
ま
す

。

第
二
に

、
産
業
振
興
対
策
で
は

、
昨

年
い
1
1月
に
創
設
し
た
借
ひ
換
え
融
資
に

必
要
な
予
算
を
計
上
し

、
引
き
続
き
金

利
負
担
の
軽
減
な
ど
経
営
の
安
定
化
を

図
る
″
整と

も
に
商
工
相
談
員
を
増
員
し

ま
し
た
。
ま
た

、
商
盾
街
や
製
造
業
の

活
性
化
を
支
援
す
る
経
費
等
を
計
上
し

ま
し
た

。

第
三
に

、
防
災
対
策
で
は

、
学
校
施

設
や
橋
架
の
耐
震
補
強
と
災
害
備
蓄
の

増
強
と

と
も
に
、
「
避
難
所
運
営
会
議

」

「
避
難
所
運
営
訓
練

」
の
経
費
を
計
上

し
て

、
地
域
の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
も
配
慮
し
ま
し
た

。
求
た
、
将
来

発
生
す
る
で
あ
る
つ
大
震
災
に
対
す
る

備
え
と
し
て

、
新
た
に
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
儼

定
し
ま
す
。

第
四
に

、
教
育
条
件
の
整
備
と
生
涯

学
習
の
推
進
に
つ
孝
ま
し
て
は
、
梅
島

小
学
校
の
建
設
に
羣

于

る
と
と
も
に

、

学
校
修
繕
や
学
校
運
営
な
ど
教
育
予
算

を
増
胴
し
て

教
育
条
件
の
整
備
を
図
り

ま
す
。
次

ぺ

生
涯
学
習
総
合
施
設
の

建
設
、
タ

ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
ぶ
大
会

の
誘
致
等
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
も
努

め
て
ま
い
ひ
ま
す
。

第
五
に

、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
瀲
歪

し

て
は

、
従
来
か
ら
の
土
地
区
画
整
理
事

業
や
常
磐
新
線

、
日
暮
里
・
舎
人
線
等

の
交
通
機
関
整
備

、
都
市
計
画
道
路
・

公
園
な
ぐ
王
活
棊
盤
の
整
備
も
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
地
方
分
権
が
検
討
さ

れ
、
さ
ら
に
都
区
制
度
改
革
・
介
護
保

険
制
度
の
男
竹
を
目
前
に
ひ
か
え

、
各

種
の
施
策
や
事
務
事
業
の
見
直
し
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
区
政
に

大
忝
な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
こ

れ
ら
の
推
移
聚
圧
視
匚
な

が
ら

、
区
民

生
活
奮
屋
視
し
た
区
政
に
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す

。

今
後
も
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
夲
お
願
い
い
た

」ま

す

。

区
長
　
吉
田
万
三

区内中小企業支援啓発標語　足立区 で　 買 おう　 食べよう　 頼もう
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保
健
福
祉

ガ
イ
ド

シ
ル
バ
ー
パ
ス
有
料
該
当
者
の
方
へ

1
1
j
年
4
月
1
日
か
ら
9
月
3
0
日
ま
で

半
年
間
有
効
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
販
売

し
ま
す
の
で
、必
要
な
万
は
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。日
時
卜
4
月
1
日
か

ら
土
・
日
・
祝
日
を
吸
く
午
前
9
時
～

午
後
λ
鷺
芬

対
象
H
7
0歳
以
上
の

有
料
パ
ス
対
象
者
(
す
で
に
購
入
し
た

方
は
墜
篆
す
)

費
用
爿
1
万
2
5
5円

申
込
=
費
用
と
印
か
ん
岑
痔
参

場
・

申
・
問
先
卜
在
宅
福
祉
係

『
(親
)
(
乳
)医
療
証
』
を
お
持
ち
の
方
へ

マ
卷
医
療
証
・
:
1
0
年
度
中
に
1
8
歳
に
な

っ
た
お
子
さ
ん
(
昭
和
5
5
年
t
月
2
日

～
5
6年
4
月
1
日
噐
れ
)

の
蓉
医
療

証
の
蠶
劒
隕
は
3
月
3
1日
ま
で
で
す
。(
1
8

歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
と
申
請
者

の
み
で
医
療
証
を
お
使
い
の
場
合
は
、3

月
3
1日
で
申
請
者
の
受
給
資
格
も
な

く
な
り
ま
す
)
。
な
お
、
お
子
さ
ん
が

中
程
度
の
障
害
を
痔
っ
て
い
る
場
合
は
、

参
胥
ん
の
2
0
歳
の
酥
玉
日
前
日
ま
で

鼕
I
ヂ
。マ
旬
医
遼
苧
狗
年
度

中
に
I
歳
に
な
っ
た
お
子
麌
ん
(
4
年

4
月
2
日
～
5
年
4
月
1
日
生
次
れ
)

の
邨
医
療
証
の
有
効
期
限
は
3
月
3
1日

ま
で
で
歹
。

申
・
問
先
卜
児
童
医
療

係

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

・
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
卜
2
0歳
禾
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方

知
的
障
害
で

「
愛
の
手
帳
」1
↓
碗
/

身
体
障
害

で

「身
体
障
害
者
手
帳
」1
・
2
級
/

脳
性
麻
痺
吏

ぽ
進
行
性
筋
萎
鮑
症

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
児
童
が
施

設
入
所
し
て
い
る
樊
ほ

支
給
さ
れ
ま

せ
ん

手
当
月
額
卜
1
万
i
千
5
0
0円

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

対
象
卜
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
[
身
体
障
害
者
手
帳
I

A

級
程
度
ま
た
は
愛
の
手
帳
I
A

度
程
度

了
度
は
診
断
書
が
必
要
で

す
。ご
を
も
っ
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

方

※
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
…
所
得
が
限
度
額
弔
あ

る
/
忠
馬
匹
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/

児
童
が
障
害
を
理
由
息

高
公
的
年
金

の
受
給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額
H

重
度
5
万
1
千
2
5
0円/
中
度
3

万
4

千
圀
円

-

い
ず
れ
も
卜整

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
ぐ

だ
さ
い
。

申
・
問
先
卜
児
童
手
当
係

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
ラ
イ
フ
を
豊
か
に

～
第
1
0
回
健
康
公
開
講
座
～

日
時
日
旦
百
月
2
4日
團
、
午
後
L
時

～
1
時
叩
分

内
容
U
「
牛
活
の
中
で

の
体
力
づ
く
り
」
弖

緒
に
考
凡
て
み

ま
せ
ん
か

吉
岡
信
太
郎
氏
(
健
康
体

力
づ
く
息
驟
萱
長
)

費
用
H
無
料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
申
・

問
先
卜
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

゛
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

身
体
障
害
者

自
動
車
燃
料
費

対
象
者
の
方
へ

3
月
2
5
日
ご
ろ
、ご
指
定
の
口
座
に

1
0
年
4
月
分
～
H
年
ふ
月
分
を
振
ひ
込

み
ま
す
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
と
の
併
給

は
で
孝
ま
せ
ん
。

問
先
目
福
祉
事
務

所
(
表
土

・
在
宅
福
祉
係

表1　 福祉事務所一覧

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
。・場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

医
療
費
を
大
切
に

老
人
医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す

病
気
や
ヶ
ガ
は
、
突
然
や
っ
て
き
ま

す
。
多
額
の
負
衵
で
経
済
的
苦
痛
を
西
。

負
い
こ
む
こ
と
の
な
い
ぷ
つ
に
、
そ
し

て
、
安
心
し
て
治
療
が
受
け
亟
れ
る
た

め
、
老
人
保
健
医
療
制
度
が
嵒
¥
ヂ
。

皆
さ
ん
の
医
療
費
の
財
源
は
、
皆
さ

ん
の
保
険
料
と
国
・
都
道
府
県
・
区
市

町
村
の
税
金
で
袤
か
な
わ
れ
て
い
串
T

。

こ
の
よ
っ
に
、
多
く
の
人
々
の
協
力

に
支
え
叭
れ
て
い
る
制
度
で
万
か
ら
、

医
療
費
に
関
心
を
痔
ち
、
そ
の
有
効
利

用
を
こ
こ
ろ
か
け
ま
し
ょ
う
。
問
先
卜

医
療
助
成
係

〈医療費の有効利用七か条〉

①お医者さんにかかるときは、症状

を要領よく説明しましょうO

②かかりつけ医を持ちまし ょう。

③同じ病気でいくつもの違うお医者

さんにかかるのはやめましょうO

④治療より予防につとめまし ょう0

⑤定期的に健康診断を受けまし ょう0

⑥栄養・運動・休養の健康三原則を
守りまし ょう。

⑦医療費に関心を持ち、健康保持の

工夫をしましょうO

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事
故
が

年
々
増
加
し
て
い
廖
罵

昨
年
の
都
内

で
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
の
う
ち
6
5

歳
以
上
の
方
は
9
4人
で
、
全
死
者
数
(
3
7
1

人
)
の
2
5・
3
%
を
占
め
、
年
齢
層

別
で
最
も
高
い
構
成
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。高

齢
者
の
交
通
事
故
の
大
半
は
道
路

を
横
断
中
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

▽
盲
正
ま
っ
て
。
左
右
を
よ
く
見
て

安
全
屬
ぶ
め
ま
し
ょ
う

▽
必
ず
痞

号
は
守
n
ま
し
ょ
う
。
青
信
号
が
点
滅

を
始
め
た
ら
、
次
の
信
号
ま
で
待
ち
垂

し
ょ
う

▽
横
断
禁
止
場
所
で
の
横
断

は
や
め
ま
し
ょ
う

・
ド
ラ
イ
バ
ー
に
目
立
つ
工
夫
を

哽
問
は
自
分
自
身
の
注
意
も
大
切
で

す
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
気
付
い
て
も
ら

う
工
夫
も
必
要
で
す
。
黒
っ
ぽ
い
服
装

は
避
け
、
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、

暗
く
て
も
目
立
つ
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

だ
れ
で
も
歳
啻
こ
れ
は
機
敏
な
行
動

は
と
れ
ま
せ
ん
。
無
理
盈
予

、
注
意

と
り
ど
り
の
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
周
囲
の
人
々
も
思

い
や
り
と
儕
し
い
気
持
ち
で
、
高
齢
者

を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
春
の
交
通
安
全
運
動

毎
年
4
月
に
行
わ
れ
る
舂
の
交
通
安

全
運
動
を
、今
回
は
5
月
1
1
1
1
一
日
～
2
0
日

に
実
施
い
た
し
毒
y
。皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
先
U

交
通
安
全
係

3
月
1
0日
は
東
京
都
平
和
の
日

先
の
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の

方
々
の
ご
冥
福
と
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
祈
念
し
て
、3
月
1
0陬
午
後
1
時
に

黙
と
う
を
行
い
ホ
す
。皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ホ
y
。

《
総
務
課
》

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
5
)

戦
争
で
中
断
さ
れ
た
解
放
運
動
は
、

終
戦
と
同
時
に
再
建
の
気
運
な
E
ま
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
水
平
社
の
活
動
童
ごら

に
発
展
さ
せ
、
具
体
的
な
活
動
を
日
常

的
に
進
め
て
い
く
組
繖
づ
く
n
と
名
称

の
変
更
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

。

昭
和
2
1年
2
月
、
京
都
で

「
部
落
解
放

全
国
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
H
月
3
日
、
日
本
国
憲
法
が
公

布
さ
れ
、
法
の
下
の
平
等
や
個
人
の
尊

厳
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
基
本
的
人
権
が
保

障
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
悪
法
が
制
定
さ
れ
て
も
、

心
の
肇
を
す
べ
て
取
口
払
う
こ
と
は
で

壥
歹
、
以
後
も
差
別
事
件
が
起
き
て
い

ホ
罵昭

和
2
6年
1
0月
、
『オ
ー
ル
ー
ロ
マ

ン
ス
』
と
い
う
雑
誌
に
、
京
都
市
の
職

員
が
、
市
内
の
被
差
別
部
落
の
様
子
を
、

あ
た
か
も
犯
罪
の
巣
の
ふ
つ
に
書
い
た

小
説
か
載
せ
ま
レ
弓

部
落
解
放
全
国

委
員
会
は
、
作
者
の
差
別
意
識
を
生
ん

だ
苜
京に
は
、
被
差
別
部
落
の
劣
思
な

牛
屆
環
境
と
そ
れ
を
放
置
し
た
行
政
の

無
策
が
あ
る
と
し
て
市
岑
遣
求
匚
ま
し

た
。つ

ま
り
、
行
政
が
根
本
的
に
態
度
を

改
め
な
い
限
り
、
差
別
は
な
く
な
ら
な

い
こ
冫
笂
猫
」
た
の
で
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
京
都
市
で
は
、
同

和
対
策
の
総
合
計
画
を
策
定
し
、
積
極

的
な
施
策
を
行
う
'」と
と
な
り
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当
へ

こ
の
道
は

「
変
」
じ
ゃ
な
い

谷
中
三
丁
目
地
内
に
長
さ
4
0
mと
2
4
m

の
(
バ
ン
プ

菠
乗
ひ
状
に
で
こ
ぼ

こ
に
し
て
あ
る
道
路
)」
が
区
内
で
初

め
て
完
成
」
ま
し
た
。
こ
の
遠
路
で
は
、

制
限
速
度
夲
超
え
て
通
忝
と
、
車
が
激

し
く
揺
れ
る
ぶ
っ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
な
い

ぶ
っ
に
す
る
た
め
の
エ
黍
手

。
決
し

て
、「
変
」
な
道
-
整ほ
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
茎
ほ
、
事
故
や

警
E
の
も
と
で
あ
り
、
付
近
住
民
の
迷

惑
に
な
ひ
豕
罵

制
隰
落
罨
守
り
、

安
全
に
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=

事
業
推
進
係

訪
問

東
京
武
道
館

・
雲
・
海
・
山
・
人
を
テ
ー
マ
に

足
立
区
の
成
人
式
で
も
お
馴
染
み
の

東
京
武
道
館
は
、
そ
の
芸
術
的
な
外
観

で
人
目
を
引
き
ま
す
。
日
本
の
自
然
を

表
わ
す
「
雲
・
海
・
山
・
人
」
の
テ
ー

マ
で
六
角
鬼
丈
氏
が
設
計
し
、
平
成
2

年
に
完
成
卜歪
し
た
。
敷
地
内
や
周
囲

に
は
、
―
人
の
芸
術
家
に
よ
る
「地
・

水
・
火
・
風
・
空
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

造
形
作
品
が
匱
か
れ
て
い
家
尻

蒹
大
規
模
大
会
が
開
催
可
能
な
武
道
館

衷
示
武
道
館
は
都
内
で
も
数
少
な
い

総
合
的
武
道
場
で
都
の
施
設
で
す
。施

設
内
容
は
、柔
道
や
剣
道
な
ど
を
行
う

武
道
場
が
y
刀
所
、沂
劭
厨
程
距
離

2
8
m
)と
遠
回
(
射
程
距
離
6
0
m
)の

弓
道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
。研

修
拏
な
ど
。
年
間
を
通
し
て
様
々
な
武

道
競
技
会
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
1
2月
に
は
全
日
本
卓
球
選
手

権
大
会
が
開
か
れ
、「
天
才
少
女
福
原

愛
ち
ゃ
ん
ご
ぶ
(
活
躍
し
ま
し
た
。
ま

た
大
武
道
場
は
運
動
会
の
会
場
と
し
て

も
、
褓
し
出
さ
れ
、
雨
の
心
配
が
な
い

と
好
評
で
す
。

・
武
道
を
し
て
み
た
い
方
へ

個
人
の
方
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
と
、
各
種
事
業
が
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
、
な
ぎ
な
た
、

倉
否
渥
ど
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

で
各
自
の
技
術
に
合
わ
せ
た
公
開
錬

既
指
導
」
が
そ
の
代
表
で
す
。

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
気
軽
に

身
体
夲
鍛
え
た
い
け
れ
ど
、
武
道
は

少
し
敷
居
が
高
い
と
感
じ
る
方
に
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
ど
っ
ぞ
。
ト

レ
ー
ナ
ー
が
常
駐
し
、
利
用
者
に
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
爬
つ
て
体
力
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

※
利
用
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ
を

問
先
日
東
京
武
道
館
(
綾
瀬
3
L
2
0
-
1
)

昔
(
5
6
9
7
)
2
1
1
1

▲トレーニングルーム

◎ 緊急非常事態! 交通事故死者倍増 「東京都が事故死者全国ワ ースト1 」 今年に入ってから都内 の交通事故死者が急増しています。交通ルール・マナーを守り、
ゆとりと思いやりの心を持って交通安全を心掛けまし ょう。問先= 交通安全対策課
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小児マヒ生ワクチン
( ポリオ)予防接種

のお知らせ

日
程
等
卜
(
表
3
)
対
象
=
i
ヵ
月
～

7
歳
6
ヵ
月
未
満
の
乳
幼
児
※
1

・
2
回
目
の
新
規
対
象
者
に
は
1
月
末

に
通
知
を
郵
送
し
ホ
y
。新
規
対
象
者

以
外
で
予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

事
前
に
保
邸
蜃
た
は
保
健
相
談
所
に

予
診
票
を
取
り
に
来
て
ぐ
だ
さ
い
。
接

種
当
日
は
、
説
明
書
を
よ
く
読
ん
だ
う

え
で
予
診
票
を
記
入
し
、
母
子
手
帳
・

体
温
計
膏
痔
参
し
て
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
先
卜
各
保
膕
7

保
健

相
談
所
(
表
2
)
、
袤
た
は
保
健
予
防
係

表2　 保健所・保健相談所一覧

表3　 小児マヒポリオ生ワクチン接種日程表

痴
呆
家
族
会
「
翠
よ
う
会
」
の
お
誘
い

体
験
な
ど
話
し
合
い
な
が
ら
、家
族

の
気
持
ち
や
工
夫
の
情
報
を
Z
粐
し
、

痴
呆
と
ご
冫
叮
克
号
て
い
っ
た
ら
よ

い
の
か
学
習
を
し
て
い
癶
汞
せ
ん
か
。

日
時
卜
3
月
1
7
日
團
、午
前
1
0
時
～
1
1

時
3
0分
(
谺
月
第
3
水
)

対
象
=
痴

呆
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
家
族
、
体
験

の
あ
る
家
族

申
込
卜
電
話

場
・
申

・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所
、

昔
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

ワンポイン
ト 健 康

術

【健康体力づくり相談】
4月からスタートしたこのコラム、

皆さ んの健康体力づくりのお役に立
ちましたでし ょうか! もう少しし
っかり取りくみたくて、時間か取れ
る方は、ぜひ、区内各センターで指
導にあた っています社会体育主事に
ご相談ください。あなたの血圧・体
脂肪率の計測や、個人にあった健康
体力づくり相談を行っています( 不

在の場合がありますので、事前に電
話で確認く ださい) 。また、各セン
ターに は、エアロバイクなどの各種
トレ ーニング器具が整備されている
トレ ーニングルームがあります。区
公認スポ ーツ指導員が皆さん一一人ひ
とり に合った運動プログラムを作成
し ます。ぜひ、ご利用ください。

《体 育 課》

学校
ア

ルバム

入谷小学校
入谷3- 8- 1

【
教
育
目
標

】

人
間
尊
重
の
精
神
を
猛
盈
と
し
て
社

会
性
を
は
ぐ
く
み
、
国
際
理
解
の
推
進

を
図
り
、
児
童
の
知
・
徳
・
体
の
調
和

の
と
れ
た
発
達
を
目
指
す
。
こ
の
具
体

化
の
た
め
に
、
地
域
針芸
な
ら
び
に
児

童
の
実
態
を
ふ
客
凡
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
を
尊
重
す
る
と
戸
も
に
、
児
童
の

も
つ
可
能
性
と
個
性
を
生
か
す
学
校
教

官
冨
篦
し
て
次
の
ふ
刄
范
竜
郢
肯

成
す
る
。

①
よ
く
考
え
豊
か
に
表
現
す
る
子

②
思
い
や
ひ
が
あ
り
助
け
⑩
つ
子

③
体
を
さ
た
え
が
ん
ば
る
子

【
沿
革

】

マ
昭
和
5
0年
4
月

入
谷
小
学
校
創
立
(

舎
人
小
学
校
よ
り
分
離
)

マ
昭
和

5
3
年
3
月
校
`
鑷
改
築
工
事
完
成

*
以
後
昭
和
5
5年
1
月
ま
で
増
築

マ

昭
和
5
7年
4
月

入
谷
南
小
学
校
分
離

開
校

▽
平
成
6
年
1
0月

創
立
2
0周

年
記
念

▽
平
成
8
年
1
0月

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
靈
設
置

▽
平
成
1
0年
3
月
末

現
在

卒
業
生
総
数
2
千
3
7
0人

マ
平

成
H
年
2
月
現
在
9

学
級
、
忠
戛
数

加
人

【
松
岳
俊
一
校
長
先
生
か
ら
】

こ
こ
数
年
来
、
隣
接
す
る
特
別
養
護

参
入
ホ
ー
ム
[
紫
磨
園
」
と
の
交
流
を

進
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に

「
思
い
や
り
」
と
『
う
や
ま
う
』
気
持

ち
忝
青
て
、
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

入谷中学校
入谷3- 6- 1

【
教
育
目
標
】

進
ん
で
自
ら
き
た
え
、
互
い
に
協
力

し
て
社
会
の
発
展
に
尽
く
畜
左
の
で

き
る
人
間
を
冐
て
る
。

①
自
ら
学
び
、
深
く
考
え
る
人

②
き
ま
り
を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ
る

人③
体
童
ごな
凡
、
ね
ば
ひ
強
い
人

【
沿
革
】

▽
昭
和
5
1
年
4

月

入
谷
中
学
校
創
立
(

第
十
四
中
学
校
よ
り
分
離
)

▽
昭
和
5
2

年
1
1
-
一月

体
育
館
・
プ
ー
ル
等
工
事

完
了

※
以
後
昭
和
5
5
年
6
月
ま
で
増

築

ワ
昭
和
6
1
年
4
月

入
谷
南
中
学

校
分
離
開
校

マ
平
成
2

年
1
0
月

全

国
中
学
校
保
健
体
育
優
良
校
受
賞

▽

平
威
4
年
1
0
月

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
設

置

▽
平
成
7
年
1
0月

創
立
2
0周
年

記
念

▽
平
成
1
0年
1
月
末
現
在

卒

業
生
総
数
5
千
3
7
2
人

マ
平
成
H
年
2

月
現
在
7

学
級
、
牛
徒
数
2
2
1人

【
松
島
良
範
校
長
先
生
か
ら
】

か
つ
て
の
マ
ン
モ
ス
校
も
現
在
で
は

小
規
模
校
と
し
て
、
牛
徒
一
人
ひ
と
り

夲
生
か
し
、
伸
ば
す
教
育
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
生
徒
会
活
動
も
年
々
活
発
化

し
、
文
化
祭
等
で
全
校
生
徒
に
感
動
を

与
え
る
ぐ
と
も
に
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
や

老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
補
助
体
験
等
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

特別区制度改革

特 別 区 が 共 同 処 理 で

行 う仕 事

清掃シリーズ「清掃工場」

清掃工揚の隠れた実力

・
1
日
2
4時
間
稼
動
の
清
掃
工
場

足
立
清
掃
工
場
は
、
足
立
区
の
北
部

毛
無
川
沿
い
に
立
地
し
、
毎
日
約
8
8
0
t

の
可
燃
ご
み
を
2
4時
間
燃
や
し
続
け
て

い
ま
す
。
区
内
で
発
隼
T
る
可
燃
ご
み

の
、
約
か
分
の
I
と
他
区
の
ご
み
が
同

湾
掃
工
場
に
搬
入
さ
れ
。
区
内
の
約
4

分
の
1
の
ご
み
が
応
隣
区
の
清
掃
工
場

に
學
(
さ
れ
て
ま
す

。

・
清
掃
工
場
は
発
電所

足
立
清
掃
工
場
で
は
、
ご
み
を
燃
料

と
し
た
発
電
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
皆

さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。こ
こ
で
生

み
出
さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
電
力
は
工
場
内
で
使
用
す
る
ほ

か
、
余
っ
た
電
気
は
東
京
電
力
に
売
却

し
て
い
ま
す
。

袤
だ
、
ご
み
を
燃
や
し
た
謦
箭

用

し
て
隣
接
す
る
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
と
老
人
会
館
へ
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
焼
却
の
意
義

東
京
2
3区
部
の
最
終
処
分
場
は
東
京

湾
を
埋
め
立
て
る
こ
と
で
帆
芬
さ
れ
て

膏
歪
し
た
が
、1
0年
1
2月
に
供
用
が
開

始
さ
れ
た
新
海
面
処
分
戀
辮
京
都
が

独
自
に
設
置
で
き
る
最
後
の
最
終
処
分

場
具
笘
亟
夛

。

清
掃
工
場
で
の
焼
却
処
理
に
よ
り
可

燃
ご
み
の
体
積
は
約
2
0分
の
L
に
な
り
、

最
終
処
分
場
の
延
命
化
に
寄
与
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
ば
い
菌
や
害
虫
を
高
温

焼
却
に
よ
り
死
滅
さ
せ
る
な
ど
、
衛
生

的
に
処
理
し
て
い
廖
罵

蒹
定
期
点
検
と
相
互
支
援

足
立
清
掃
工
場
は
、
安
全
運
転
を
確

保
す
る
た
め
、1
年
に
2
回
焼
却
炉
を

止
め
て
定
期
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

定
期
点
検
中
は
、
足
立
区
か
ら
発
生

す
る
可
燃
ご
み
を
隣
接
す
る
葛
飾
清
掃

工
場
や
北
清
掃
工
場
に
搬
入
す
る
な
ど
、

清
掃
工
場
間
で
相
互
支
援
体
制
を
構
築

し
安
定
焼
却
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
足
立
清
掃
工
場
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

対
策
の
た
め
今
年
末
か
ら
施
設
の
改
修

を
予
定
し
て
い
ネ
瓦

工
事
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
今
後
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

問
先
卜
足
立
洒
掃
工
場

昔
(
3
8
5
9
)
4
4
7
5

企
回
部
移
管
準
備
相
当

◎ 自宅持ち帰り車両削減キャンペーン実施中
交通渋滞を緩和するために、会社の車を自宅に持ち帰るのはやめましょう。期間=3月1日～3月31日まで　問先=千住・西新井・綾瀬・竹の塚各警察署



1999 年( 平成11 年) 3 月10 日 あ だ ち 広 報 第1235号 ( 4)( 5)

予算
特 集 予算案の主な内容

区民1 人当たりの特別区税負廻額と区支出額

平成11年度

主な新規事業

地

域

保

健
福

祉

の

展

開

介
護
保険
事業計
画
作
成事
務

↓
呶
岡

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
似
給
体
制
を
晧
眞

す
る

な
匈
J
乖

左

に
5

年
計
画
を
儼

定
」
基
手

。

認
定
審
査
会事
務

硼
師

五
つ
い
て
介

躋
認
定
蓄
甕
?
審
査
・
判
定
し
豕
歹
。

隨
胴
蟇
爵

斈
研
角

申
堕
T

万
5

干

入
の
記
定
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て

訪
問
調
酉

卜
¥
手

。

霧
誓
I
務

山
畠

介
磚
痿
事
業
者
・
サ
ー
ビ
ス
亊
菓

者
の
情
報
奮
霓
r
¥
手

。

知
的
陬
害
者
ヂ
イ
サ
L
ビ
ス
ー
嗇愚

民

就
労
か
困
難
な
知
的
障
害
者
の
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
好
い
ネ

す
。

地
域
福
髢
騷
一
粲

畧
両
角

非
営
利
民
間
団
偬
に
よ
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の

酉

邪

支

援
し
ま
す
。

産
業
振
興
対
策
の
強
化

中
卯雨
笥
覩媼
性化
憫欒・
梟

↓
石
角

市
衝
地
の
堅
礬
収
善
と
蔬
菜
等
の
活

吽
粐
右

一
体
的
に
推
進
し
、
怩

品

な

求
石
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

防
災
対
策
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
准
進

復
興
:
6
t
o
'
づ
く
り
の
推
透

m
ぢ
円

将
来
発
牛
f

る
で
菷
9

夭

如
廣
に

よ
る
被
害
に
対
し
て
。
都
市
復
興
が
迅

速
か
つ
円
滑
に
滌
口

ぷ
つ
、
あ
ら

か
じ

め
検
討
し
ホ
歹
。

教
育
条
件
の
整
備
と

生
涯
学
習
の
推
進

タ
ー
ト
ル
?
『
'
ソ
ン
大
会
の
褓
返

纐
民

身
体
の
不
自
由
な
万
も
参
加
で

膏
る

健
康
マ
ラ
ソ
ン
の
賛
否

肓

品

レ
た

大
会
を
穫
進
し

、
区
民
の
健
康
・
体
力

増
収
薀
図
り
豕
す
。

産
業
振
興
対
策
の

強

化

一
麈
一
皸
蜃
霤
秦へ
の
溲

主
命
司

商
店
街
機
能
の
改
譱
と
経
営
の
安
定

刄

哭

だ

め
に
、
愬

擶

が

酊
圃
レ

た

環
塊
整
湃
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
の

事
葉
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

―

t
千
一
口
円

工
業
の
活
怜
花
を
図
况
`
め
、
新
製

品
・
新
技
術
開
発
助
成
、
見
本
市
助
成
、

産
業
懦
報
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
人
材
育

成
支
袰
な
ど
蚕

忖
い
李
歹
。

中
小
a
杲
一
般
賢俑擘

彖
忠
司

中
小
ふ
稟
に
各
種
資
金
の
あ
っ
せ
ん

を
行
い
零
y
o
H
年
慶
も
小
規
僕
特
別

資
金
の

受
け
付
け
を
l

孤

鬢

行
い

ま

す
。六

町
酲

霸

最

商
業
集
積桐

畄

六
町
地
区
至

同
巣
・
業
務
・
文
化

機

能
の
調
和
の
と
れ
冫
灸
と
し
て
い
く

た
め
の
準
備
と
し
刄

地
区
整
備
の
検

鷺

襃
冢
す
。

商
業団
蓴
燬

8
干
脚
a
円

扇

詬

の
運
営
・
事
笑
助
成
や
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
事
業
補
助
、
ポ
イ
ン
ト
カ

ー

ド
事
業
へ
の
支
堺

咒
い

ま
す
。

一
藏
1

崑
閙
吊
窶
業
の
聖1

商
店
街
の
活
件
化

を
劭

る
た
め
に
、

阪
充
促
進
黔
香
め
た
イ
ベ
ン
ト
帛
彙
を

支
援
し

穿
歹
。

地
域
保
健
福
祉
の

展

開

漕
鏖
屏
の
騷4

系
咽
禹

仮

称
一

千
庄
複
合
庁
舎
を
H

年
1
2

月

予

窖

閧
汾
r
¥
臺

。
傑
健
所
・

区
民
李
務
所
を
併
設
。
延
べ
床
面
積
は
3

千
腦
岑

手

。

鐫

藁

老
人
ホ
ト
ム
・
嚢

釁
亳

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の一
般t千

弭
丙

1
1年
4
气

基
幹
型

在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
を
区
役
所
内
に
開
設
し
ま

す
。

陣
簍
齧
薬
i
桑冫

画
角

一
般
企
業
に
就
労
が
困
難
な
知
的
障

胃
者
に
厩
労
鍵

助
体
制
を
罍
胥
し

、
就

労
の

譽

籌

醉

し
ま
す
。

夲
厶
ヘ
ル
パ
ト
釁
翩
一

驪
笆

介
護
保
険
導
入
に
向
け
て

有
資
格
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
廈
保
す
る
た
め
、

養
改
講
燹

翆

実
施
匚
萢
す

。

保薑
纛
麗
屁

7雫
ギ
愼
丙

保
育
施
設
を
1
4施
設
か
夊

以

斑

に
3

他
設
増
沢
し
、
5
0人
の
待
機
児
莖
觧

～

♀

・

啝
東
員
奮
賈
付

1

貸
付
限
度
額
圃
万
円
を
3
万
円
に
拡

充
に
¥
子

。

珸

介
護
支
榎
セ
ン
タ
ト
の
嘉

運
曾

7・
茎
跏
民

g
だ

き
り
高
齢
者
や

介
護
者
等
に
対

し
、
碣
祉
サ
ー
ビ
ス
の

相
験
・
指
導
に

応
じ
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
旡
実
奎
凶
り

ホ
叉乳

幼
児
霧

贅
助
成;

l

煢
笂

厩

学
前
ま
で
の
乳
幼
児
の

医
療
費
の
g

己
負
担
額
を
助
晩
し
ま

す
。

ま
た

、
。所

糾
佃
限

な
し
」
啻
け
歳
か

ら
4

嗔
ま
で
に
皿

声
¥

ヂ

。
実
施

時

明
は
1
2
印
1

月

。

一
襲
警
車粂

り
傭
4
千
躪
民

虞
人
・
高
齢
者
・
節
目
健
褒
釜
、

胃
・
大
賜
・
乳
・
子
寥
■
R
ん
雲
客
戈

施
し
ホ
y
。肖
か
ん
検
診
に
採
血
に
よ

る
倹
診
(

血
両

ペ
ブ
シ
ノ
ゲ
ン
法
)

を

導
入
し
豕
罵

ベ
ブ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は
採
血
し
た
血
液

を
分
析
す
る
こ
と
刄

戳

ん

に
な
昜

す
い
人
を
発
見
す
る
検
査
法
で
、気
軽

に
受
診
で
澂
る
検
査
で
す
。既
に
節
目

健
陬
診
査
で
は
導
入
済
y
毎
か
、6
月

か
ら
は
消
化
器
が
ん

検
診
の
中
で
鴻

歳

予

の
X

民
に
弘
郢
¥

チ

。

哭
擺
毆
の
整備y零

♀
禹

息

み

養
を
支
援
す
る
驚
設
と
し
て

、

詞
状
安
定
期
の
要
介
護
高
齢
者
に
通
所

笑

所
で
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
医

瞭
ケ
ア

・
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
吸

供
す
る

老
人
保
健
施
設
の
整
憊

蒿

筬

し
重
y

。

防
災
対
策
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
推
進

大
I
`
緊
息
対
策
事
業
(
鴒
粱
改
8彖

i
禹

譌
零
鰥
逎
に
か
か
っ
て
い
る
欒
の

耐
震
補
強
工
事
受
付
い
恚
y
。

-

i
S
禹

保
育
圃
の
耐
飃
補
強
工
亭
を
、
緊
急

性
萱
1

し
て

実
施
し
ま
す

。

彙稜
-
靂
の
醫t懶

i
幽
同

地
域
防
昌
鬚
に
慫
う
き
。第
一
次

週
雖
所
で
‘
?
爻
立
小
・
中
学
校
に
毛

布
・
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
の
忠
茫
必
簡
E

ぶ

大
害
救
助
用
資
機
材
を
配

備
匚
差
夛

。

i

t
千
聊
祠

粕
域
良
民
で
組
織
さ
れ
る
「避
難
所

溷
掌
参
・
轟
」を
学
校
に
設
置
に
¥
ヂ
。

ま
た
。設
置
さ
れ
た
学
校
で
は
、j

曜
所
迅
営
訓
惣
を
実
芦
¥
ヂ
。

罵
晤
譱
花

l
応
芳
円

不
燃
化
建
築
物
の
建
築
膏

助
成
し

、

防
火
帯
の

整
備
と
避
難
路
の
W

全
確
保

奩

刄
の
ま
す
。

陪
笳
聚
今
く
り

凖
弸
角

咀
当
地
区
に
指
定
さ
れ
た
西
新
井
駅

西
口
周
辺
旭
区
で

、
荅
樫
事
業
岑
4

入

し

、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
忝
危

め

季
y

。
霍
腮
蔚
責
霆l

顰
t
キ
幽
乃
円

校
舎
の
安
全
盾
屎
す
る
た
め
、
耐

震
舫
強
工
多
を
実
施
し
ま
す
。

平成11年度 に
開設する
主な施設

(
1
)弯宿
漏

(
2
)
-
偏
萼

(
3
)羣I
I

、e
a
内
・
I

冊

霎

勵

□
西
新
井
栄
町
住
区
セ
ン
タ
ー
(
特
別

区
人
事
・
厚
生
事
罌
組
合
西
新
井
栄
荘

夂
一
胯

(
1
)
酉
新
井
栄
町
3
-
I
-
6
-
1
0
1
(
2
)

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

―
階

了

・
2

聊
部
分

、
延
べ

床
面

積
8
3
6㎡
(
3
)

集
会
a
r

大
広
間

、
娯
楽
室

、
学
童
保

育
室

、
ホ
ー
ル

、
図
浴
室
等
(
4
)
H
年
4

月
□
中
郷
公
園
(
忿

圃
改
良
)

(
1
)
西
新
井
―
-
2
9
1
1
5
(
2
)
面
積
2
千

鰯
㎡
(
3
)

編

、
遊
貝

、
便
所
(
4
)
1
2

年
1
月
予
足

□
沖
谷
公
園
(

一
次
造
成
)

①
谷
中
4
-
1
8
-
1
5
②
面
積
1
千
捐

㎡

③
遊
具

、
植
栽

、
便
所

④
1
2
乍
3

月
予
定

□
{

仮
称
}
千
住
甕

皀
丿
舎

(
1
)
千
脯
丱
町
5
9
-
―
ほ
か
(
2
)
鉄
骨
・

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
4

階
、
延
べ

床
而
積
3

千
E

㎡
(
3
)
千
倖

福
祉
率
務

所

、
千
庇
保
武
所

、
千
佳
x
民
舉
務
所
(
4
)
H

年
1
2
月

□
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「新
田
`

(
1
)
新
田
2
-
1
-
1
3
(
2
)
皀
宅
介
誕
支

援
セ
ン
タ
ー
併
設
(
3
)
高
齢
者
デ
イ
ホ

ー
ム

汕
A
(
4
)

以
T

月

□
在
宅
介
・
謾
支
援
セ
ン
タ
ー
「新
田
」

(
1
)
新
田
2
-
1
-
1
3
(
2
)
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
1

俳
設
(
3
)
恁

荐

護
に
闃
す
る

相
談

、
介
護
機
器
の
展
示
(
4
)
1
1

年
4
月

□
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
千
住
関
屋

町
(

都

住
)

(
1
)千
佳
関
屋
町
1
7
(
2
)
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
1
1

階
(
3
)
高
齢
者
僅
宅
単
身

者
川
T
D
K
)
1
5

戸
、
皀
帯
用

ざ
D
K

ご

り
戸
(
4
)
1
1
年
a
月

( 仮 称) 千 畦 複 合庁 舎( 完 成 予 想 図)

環
境
に
配
慮
し
た
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
施
策
の
展
開

盆
梺
水
温
爨

i
r
i憚t
I
干
Ⅲ

禹

下
水
道
の
扠
線
工
事
を
引
き
研
き
迎

め
て
い
孝
重
y
。

豐
拝
環
I
瞿

l
憚
t
千
讎
民

老
朽
玉
造
建
築
物
か

罌
拓
し
、
狹
い

逎
路
が
多
い
関
原
一
丁

目
地
区
の
緑
地

・
道
略
等
の
圧
環
境
整
備
奮
口
い
ま
す
。

一
塁
蠶
の
飄
齧3

7
!干
如
司

1
7年
度
闃
業
予
足
の

常
磐
新
線
の

建

設
に
必
要
な
資
金
の
宕
、
1
1
年
度
区

負
袒
分
事
由
芦
y
ヂ
。

優
良
露
聹
覆
粟

t
零
里
命
岡

民
凹

専

屬
誘

導
し

な
が
ら
、
土
地

・
娚
物
の
共
同
化
な
ど
に
古

、
密
奥

し
た
地
域
の
庄
環
境
の

改
善
を
堽

進
し

栄
子

。
薑
委
厦

t讎
i
丘
岡

賢
源
回
圭

奨
金

を
支
給
ず
る
ほ
か
、
回
収
業
者
に
支
援

舎

蚕

砧

す
る
な
ど
盍

脈
の
回
収
事
業

に
努
め

ま
す
。

教
育
条
件
の
整
備
と

生
涯
学
習
の
推
進

ま
稽
語
循
整
備
・
賞
霍
l
a

修
・
鎔
箘
霙
一
髑
跖
鰻
備
改

修
・
幼
稚
一
轍
`
櫞
I

1
6餓
i
詞

良
好
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

施
設
の
改
善
と
保
全
を
図
り
墨
y
。

畛
`
貔
堽
東
蕀
募
屁
(
小
洳
痰
)

1
3
1
1
1隔

小
学
校
給
食
の
民
問
委
託
を
新

現
に
9

校
増
や
し
、
6
8校
に
拡
充
し
ま
す
。

1

7
!顰
t干
{民

旧
千

寿
旭
小
学
校
跡
地
に
、
生
涯

学

習
推
進
の
中
核
と

莎
忿

怨
苳

、
都
住

否

蹈

公
社
の

郡
民
臨
宅
と
9

鼠

に

よ
2

蔆

に
¥
チ

。
蜀
設
に
は
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
新
中
央
図
書
館
、
放
込

大
学
学
習
セ
ン

タ
ー
等
か
入
り
奪
7

校
薹
酘

1
3零
茎
幽
民

梅
鳥
小
学
校
・
島
根
小
学
校
の
校
舎

改
築
を
仔
い
ホ
7

宕
厮
)
縁
s
刄
化
セ
ン
タ
ト
ー
設棊

洳
司

北
千
住
駅
西
囗
地
区
巾
街
池
再
聞
発

げ
刄
内
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
よ

蓊

謖

し
ま
す
。
施
設
に
呟
T

ル

ーア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
を
予
定
し
て
い
埀
J

。

公
社
等
を
通
じ
て
行
う
主
な
事
業

盲

忿
・
。コ
ミ
ユ
ニ
ナ
4

花

。ス
ボ
L
Z

邑

□
芸
術
文
化

事
業
の
開
催

9
干
迴
万
円
　

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
で
の
I
湎
汎
論

や
区
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

育
成
气

幅

広
く
芸
術
文
化
活
助
奮
孤
進
じ
巫

焉

□
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
推
進
s
万
円
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
木
リ
ー
グ
の

招
致
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ニ
ス
交
流
大
会

の
闘
催
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
旡
実

り
`
す
。

□
各
種
講
座
等
の
充
実
8

譱

銜
M
　

パ
ソ
コ
ン

教
室
や
健
康
体
力
づ
く
り

叡
靡

な
ど
の

各
種
講
座
や
硯
し
み
や
す

い
図
書
館
Q

堺

岑
仔
い
聿
7

宣

立
窰
擘
ち
づ
く
'
y
a
葱

□
揃
誣

保
忿

羃
8

億
7
千
Ⅲ
万
円
　

区
施
設

・
小
・
中
学
校
名
を
啄

く
】

の
補
修
・
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

□
民
地
に
よ
る
快
適
環
塊
整
備
へ
の
援

助
4

千
8
0
万
円
　

快
適
環
境
の
創
造
の
た
め

。
白
主
管

璢

広
場
・
歩
道
な
ざ

蚕

儼

し
て
い
た

だ
い
た
協
力
者
に
、
そ
の
改
修
等
の
整

儀
貸
を
援
助
し
J
手

。

□
プ
チ
テ

ーフ
ス
の
汾
置

事
葉3

干
4
7
5万
円
　

ゆ
と
9

萱

原

市
環
境
を
創
る
た
め

、

求
ち
の
中
の

ブ
チ
テ
ラ
ス
の
設
置
を
進

め
手

。

□
彫
刻
の
般
置
事
業
1

干
7
3
3万
円
　

彫
刻
の
萼
忿

も

の
景
観
膏
窟
価
し

康
司

□
テ
レ
ビ
電

波
受
信
障
害
解
消
古
狸

事

業
4
2
0

万
円
　
)

原
因
者
{

建
築
主
等
}
が
本
事
業
を

活
明
す
る
場

今
は

、
都
市
型
ケ
ー
ブ
ル

尹

に

笳
莉
刷
し
妊

対
策
を
行
い
恚
J

。
l
a
I

拿
と
I
Φ
蠢
愚

□
公
園
・
児
童
遊
圜
・
親
水
施
般
な
ど

の
保
全
事
業
l
零
と
千
w
万
円
　

公
園
や
当
鷽
濁
、
親
水
水
路
な
ど

の
厖
設
を
安
皐
後
適
に
保
ち
、
う
る

お
い
と
や
寸
営
濕
y
の
る
男
名
つ
く

n
ま

す
。

□
自
然
保
護
・
緑
化
堆
進

2
億
3
7
9万
円
　

生
物
園
・

都
市
奬
業
八
園
の
迎
亡
や

記
念
樹
配
布
な
べ

球
と

自
然
の
回
復

嵬
凶
n
走
夛
。

□
環
境
保
全
・
蕃
及

事
業

2
干
9
7
5万
円

盂

覃

保
全
調
査
、
野
鳥
モ
ニ
タ
ー

調
蠢
な
ど
、
環
境
問
題
を
X
民
'
A
J
A
Jも

に
考

蘂

孑

。

i
S

霾

胄
睾
回
罍
器

□
こ
ど
も
科
学
館
の
運
営

7
千
郢
万
円
　

科
学
館
や
ブ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ード
ー

ム
シ
ア
タ
ー

な
ど
、
楽
に
み

な
が
ら
学

べ
る
科
学
館
の
運
富
受
口
い
求

す
。

□
{
逢

学
習
の
推
進

畷
万
円
　

あ
廻

ち
区
民
大
学
講
座
や

学
習

茫
動

の
交
響

瓦

に

串
T

。

宍
-

□
姉
妹
都
市

と
の
交
流
推
進

嵋
万
円
　

ベ
ル
モ
ン

ド
市
1
0
0周
年
苟

癶

婦

妹

撕
携
1
5
周
年
記
{
心
串
業
と
し
て
、
区
民

陣
節
団
の
訪
爨
な
ら
び
に
ベ
ル
モ
ン
ド

市
民
使
節
団
・
学
生
使
節
団
の
受
け
入

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
棊
猾
進
卜
Vま

す
。

□
ボ
ーフ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
等
9
5

万
円
　

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
吸
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
実
壽
な
ど
に
古

、
区
民
レ
ベ

ル
で
の
国
際
化
旁
罷
進
卜
¥
予

。

-

ン
タ

□
区
か
ら
の
叉
託
事
業

2
千
3
万
円
　

草

揚

の
活
性
化
・
ま
ち
づ
く
り
計

則
に
関
す
る

事
業

、
産
業
倩
報
に
関
す

る
李
尊
を
)行
い
求
罵

□

覆

独
自
事
業

。あ
だ
ち
の
街
の

ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
」
亭
業
の

支
援
、
商
店
街
駐
市
場
お

よ
び
公
共
駐
車
場
・
駐
輸
場
の
壥
営
事

業
、
産
業
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
亊
業
、

公
社
ニ
ュ
ー
ス
と
き
め
き
の
発
行
亊
業
、

宣
伝
・
広
告
事
業
な
芦
靨

行
い
廖
罵

竃

蘇

霾
I
I

櫞
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ

□
区
か
ら
の
受
託
事
業
4

干
原
万
円
　

内
職
9

の
つ
廿
兀

・
相
訣
'

良
従

業
負
永
年
動
続
老
褒
賞
、
莉
労
裼
祉
会

館
運
燃
な
ど
苳

行
い

串
歹
。

□
会
員
(
中
小
企
業
勤
労
者
)
の
福
利

厚
生
事
業
3
?
干
8
3
7
禹

口
肺
居

安
定
・
健
康
維
持
増
進
事
業
・
・・

各
種
給
付
金
、
生
活

資
金
融
資
あ
っ
せ

ん
、
健
康
診
断
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
利

剛
補
助
な
ど

▽
自
己
啓
発
・
余
暇
事

業
…
艾
化
教
養
講
座

、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

李
菓
、
宿
泊
施
設
、
ブ
ロ
野

球
・

観
劇
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
補
助

▽
町
産

形
成
甼
案
・・
・
財
形
貯
蓄
の
碓
秘
代
行

一
-

□
家
事
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

囲
万
円

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
の
輪
を
一
騙

広

ぱ

チ

。

□
ま
眤

給
食
サ
ー
ビ
ス

珊
万
円

自
立
牛
蹣
蔘
手
助
け
7

る
た
め
、
高

齢
者
等
に
有
料
で
昼

食
{
あ
い
あ
い
ラ

ン
舌

柴
咫
配
し

聿
罵

□
介
護
特
別

講
座
等

辧
万
円

□
資
産
居

用
サ
ー
ビ
ス
3
1

万
円

高
齢
者
が
居
住
し
て
い
る
土
地
を
廼

保
に
牛
居

資
金
の

融
資
を
£

つ
せ
ん
し

季

。

□
家
屋

摎

員

、
児
霾

愚

一
時
保
護

、

保
育
零
邇

常
蚕
託

保
齊
に
欠
け
る
田
省
吾

孤
か
n
走
夛

。v

家
庭
福
祉
貝
1

億
3

千
2
1万
円

マ
氾
箙
の
緊

急
一
時
保
護

1
千
8
2
7万
円

マ
保
育
室
週

宮
委
託

2
億
1

千
棍
万
円

□
敬
奢
税
い
搴
篥
3

千
9
3
6万
円

喜
蠹

口
歳
・
米
寿
8
8
鷹
に

な
る
区
民
(
9

月
1
5日

現
在
)

を
対
象
に

、9

月

中
旬
に
召
劬
謳

胃

汞
7

□
紙
お
む
つ
支
援
事
業
6

千
引
万
円

高
齢
者
福

祉
手
当

、
重
度
心
身
障
害

者
狎

屎

蒿

、
特
別
障
客
者
福
祉
示
当

、

障
害
旧
徭

祉
手
当
の
受
給
者
に

、
紙
お

む
つ
9

蓊

汞
た
は
賢
用
助
成
を
行
い

ま
す

。

□
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣2

千
即
万
円

愿

現

覚
障
害
者
に
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー

逼

院
や
買
い
榔
傴
と
に
付
き
添
っ

て
い
な
に
く
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

を

派
遺
し
豕
す
。

□
障
害
者
保
護
雇
用

清
掃
事
業

2
千
翊
万
円
(
区
補
助
金
)
　

一
般
就
労
が
困
難
な
障
害
者
を
嘔
用

し
、
就
労
の
逎
を
開
き
季
'
。

□
フ
″
ミ
リ
ー
・
サ

ボ
ー
ト

ー
セ
ン
タ

ー
事
業
1

千
4
6万
円

会
員
組
織
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
育
児
援
助
活
動
事
架

を
吁
い
ま
す
。

□
足
{

に
地
域
嵳

罟

躍

セ
ン
タ
ー
の

霪

遷

暴

託
1

億
4

干
5
5
7万
円

精
神
陣
害
者
の
保
鴎
開
祉
施
設
と
し

て
、
通
所
授
産
事
業
、
作
業
訓
練
事
業
、
{

卮

支
援
事
業
膏
灯
り

ヂ

。
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く
ら
し

の
情
報

国
保
・
税
・
年
金

4
月
1

日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
証

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

・
国
民
健
康
保
険
証

4
月
1
日
か
ら
使
え
る
新
し
い
国
民

健
康
保
険
証
を
、3
月
2
5日
(
予
定
)

に
郵
送
し
毒
罵

※
資
格
の
確
認
が

必
要
な
世
帯
は
、
窓
口
で
資
格
確
認
後
、

直
接
お
渡
」夛
る
場
合
も
あ
{
¥
ヂ

嵒
(
学
生
田
・
偐
(
遠
隔
地
用
)
の
保

険
証
は
自
動
更
新
廊
送
)レ
な
い
の
で

、

該
当
世
帯
に
お
送
り
し
て
い
る
申
請
書

を
擺
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保

険
証
=
マ
ー
般
被
保
険
者
誓
・藤
色

▽
退
職
被
保
険
者
証
・
:ベ
ー
ジ
ュ
色

問
先
卜
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

喇
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
人
工
澹
戳
戸
否
蒡
吁
て
い
る
方
が

お
持
ち
の
「
国
民
健
康
保
険
特
定
疾

訶
療
養
受
療
証
」
も
、4
月
1
日
か

ら
新
し
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
国
民
健

康
保
険
証
と
は
別
に
郵
送
し
豕
す
。

問
先
卜
国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

・
表
札
、
住
所
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い

保
険
証
は
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録

の
住
所
以
外
に
は
郵
送
せ
ず
、
転
送
も

冫
i

丶♂

し
ま
せ
ん
。
転
怦
処

方
は
、
お
早
め

に
区
民
事
務
所
・
外
国
人
登
録
係
に
住

所
底
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
表

札
が
出
て
い
な
い
と
保
険
証
は
届
か
な

い
場
合
が
あ
口
ま
す
。
誤
配
岑
防
ぐ
た

め
に
も
表
示
を
お
願
い
し
求
罵

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
具
曾
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
の
万
は
、
国
民
健
康
保
険

を
や
忿

手
続
き
が
必
要
孚

。
見

、

会
社
な
ど
籌
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

除
蚕
呪
退
レ
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家
族

の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
(
生
活
保
護
受
給

中
の
方
、
在
留
期
間
が
L
年
未
満
の
外

国
籍
の
方
は
除
く
)
。
届
け
出
が
遅
れ

た
燮
こ
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま

で
(
最
長
2
年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か

り
乖
ふ

、
医
療
給
付
は
原
則
と
し
て

受
け
叭
れ
ま
せ
ん
。
必
要
な
書
貊
な
ど
、

く
わ
し
ぐ
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
日
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

1
1年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除

1
0年
度
に
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

さ
れ
た
方
(
学
生
も
含
む
)
は
、3
月

末
で
免
除
期
間
が
終
了
k

チ

。
引
き

続
き
免
除
を
希
望
す
る
跼
合
に
は
、
改

め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。4
月
初
め

に
お
送
旦
灸
浙
期
分
納
付
書
に

「免

除
申
請
書
」
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

免
除
の
理
由
今
お
し
く
記
入
し
て
、5

月
末
ま
で
隘
尽
送
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、U

妥

か
ら
の
新
規
希
望
者
は
、4

月
以
降
5
月
末
ま
で
に
国
民
年
金
課

ま
た
は
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
申
請
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

免
除
申
請
に
必
要
な

も
の
卜
年
金
手
帳
/
学
生
の
方
は
学
生

証
(
コ
ピ
ー
可
)
・
酉
乙
を
離
れ
て
い

る
万
は
、
親
の
所
得
お
よ
び
控
除
額
の

わ
か
る
も
の
(
m
一
年
中
の
源
泉
徴
収
票

、1
1

昆
旅
圧
民
税
課
税
証
明
書
な
ど
)

問
先
卜
国
民
年
金
課
保
険
料
係

持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
払
っ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
。バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
な
ど
苳
、4
月
1
日
現
在
で
所
有
し

て
い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。原
動

機
付
自
転
車
や
軽
二
こ
予
四
輪
車
、

二
輪
小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
夲
そ
れ
は

n
年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

対
象
卜
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い

な
い
方
(
響
察
に
盗
難
届
け
を
出
し
て

も
廃
車
届
け
は
必
要
で
y
/
届
け
出

を
し
な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り
し

た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
方

問
先
卜
表
―

表1　 軽自動車税問い合わせ先一覧

国 保
休日納付相談

平
日
に
来
庁
で
忝
な
い
方
々
の
た
め

に
、休
日
納
付
相
談
を
行
い
ホ
歹
。保

険
料
の
支
払
い
方
法
な
ど
、こ
の
機
会

に
ど
っ
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。日
時

卜
3
月
2
8
日
剛
、午
前
9
時
～
午
後
4

時

場
所
卜
国
民
健
康
保
険
課

問
先

卜
滞
納
整
理
第
丁

第
二
係

生

活

環

境

生
ま
れ
変
わ
る
北
千
住

再
開
発
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発

組
合
が
1
月
1
日
に
設
立
認
可
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
5
5年
の
再
開
発
基
本
構
想

策
定
以
来
、
永
年
に
わ
た
る
準
備
組
合

の
努
力
と
関
係
者
の
協
力
に
よ
り
、
組

合
の
設
立
認
可
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
再
開
発
で
は
、
駅
前
広
場
の
拡

張
、
都
市
計
画
道
路
(
2
路
線
)
の
整

備
、
再
開
発
ビ
ル
(
2
棟
)
の
建
設
が

行
わ
れ
ま
す
。
駅
前
広
場
側
に
は
、
地

下
4
階
地
上
1
3階
の
商
業
ビ
ル
が
、
そ

の
隣
に
は
地
下
3
階
地
上
2
7階
の
住
宅

・
業
務
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
商
業

ビ
ル
に
は
、
核
店
舗
と
し
て
丸
井
が
出

店
し
、
区
の
公
益
施
設
と
し
て
ホ
ー
ル

と
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
計
画
さ

れ
て
い
串
T
。

今
後
は
、
早
期
に
権
利
変
換
計
画
の

・認
可
を
受
け
、
平
成
1
4年
度
の
事
噐
元

改
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

区
で
も
、
こ
の
再
開
発
事
業
啻
全
面

的
に
支
援
し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
千
住

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
先
卜
都
市
開
発
課
調
整
係

都
市
計
画
縦
覧

東
京
都
で
は
、
次
の
都
市
計
画
を
変

更
し
ま
し
た
。

・
東
京
都
市
計
画
市
街
化
区
域
及
び
市

街
化
調
整
区
域
の
変
更

区
域
=
足
立
区
萱
E
む
2
3区
の
令
瑕

告
示
日
日
1
月
1
4日

縦
覧
場
所
・
問

先
日
都
市
計
画
係

ご
存
じ
で
す
か

沿
道
地
区

計
画
制
度

国
道
4
号
(
荒
川
以
北
)
と
環
状
7

脣
轟一
沿
道
に
沿
道
地
区
計
画
を
疋
め
て

ぃ
朿
罵

こ
れ
は
、
沿
道
の
道
路
交
通

璽
E
に
よ
る
障
害
の
防
止
と
適
正
で
合

理
的
な
土
地
利
用
を
進
め
る
た
め
の
も

の
で
す
。
計
画
区
域
内
(
沿
道
の
お
お

む
ね
3
0
m
)で
次
の
こ
と
を
行
之
霆

は
、
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
(
建

築
確
認
申
請
前
で
当
該
行
為
の
着
手
の
3
0

日
前
ま
で
)

対
象
卜
①
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更

②
建
築
物
の
新
築
、

改
築
次
曚
碚
築

③
建
築
物
の
用
途
、

形
態
衷
ぽ
意
匠
の
変
更

沿
道
地
区
計
画
に
伴
う
条
例
鵆
行
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
の
居
室

陷
道

の
お
お
む
ね
2
0
mの
区
域
内
)
の
防
音

工
事
や
緩
衝
建
築
物
(
騒
音
が
眥
湲
へ

通
り
抜
け
尽
い
ぷ
冫
建
物
)
の
新
築

に
対
し
て
一
部
助
成
す
る
制
度
も
あ
り

ホ
歹
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先

卜
防
災
ま
ち
づ
く
り
係

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
購
入
費
補
助
金

1
0年
度
分
は
締
め
切
り

容
器
の
購
入
費
の
一
部
を
禰
助
し
て

い
ま
す
か

、1
0年
度
分
(
3

月
ま
で
)

は
予
定
数
と
な
り

、
受
け
付
け
奎

″
め

切
ひ
ま
し
た

。1
1‥一年
度
分
(
4

月
か
ら
)

に
つ
い
て
は
、4
月
1
0日
号
(
予
定
)

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
・

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方

届
け
出
が
必
要
で
す

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
建

物
を
新
築
・
増
改
築
等
で
出
入
口
を
変

更
す
る
場
合
は
、
新
た
に
住
居
番
号
(

住
所
)
を
決
め
る
た
め
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、

正
し
い
住
所
が
決
ま
う
な
い
の
で
、
住

民
駅
な
ど
の
異
動
が
で
空
}
疂
ん
。
上

棟
式
・
基
礎
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
ら
、

建
築
確
認
書
一
式
(
特
に
案
内
図
と
配

置
図
)
を
準
備
し
て
、
届
け
出
を
し
て

ぐ
だ
さ
い
。
次
だ
、
建
物
は
そ
の
ま
ま

で
も
、
名
称
(
ア
パ
ー
ト
名
な
ど
)
が

豕
わ
っ
た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
先
=
住
居
表
示
相
当

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

ゆとりがうれしい
口 座 振 替

特別区民税・都民税
国民健康保険料
国民年金保険料

申
込
卜
窓
口
に
預
(
貯
)金
通
帳
、
通
帳
印
、

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参

申
先
目
預
(

貯
)
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を

含
む
)
、
ま
た
は
区
担
当
窓
口
、
区
民
事
務

所

問
先
卜
▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
・
:納

税
課
整
理
係

マ
国
民
健
康
保
険
料
・
:国
民

健
康
保
険
課
収
納
眥
理
係

マ
国
民
年
金
保

険
料・・・国
民
年
令
課
保
険
料
係

や
め
よ
う
　
放
置
自
転
車

学
校
の
春
休
み
期
間
中
は
、
特
に
学

生
な
ど
の
自
転
車
放
置
が
目
立
ち
ま
す
。

駅
に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け
歩
瀲
歪
し

ょ
う
。
自
転
車
を
便
う
燮
ほ

、
必
ず

決
め
ら
れ
た
自
転
車
置
き
場
に
置
い
て

く
だ
さ
い
。

貶
整ほ

、
駅
前
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
夸
目
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指

定
し
て
い
ま
す
。
禁
止
区
域
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
は
、
撤
去
し
て
自
転
車
移

送
所
に
邏
び
保
管
し
ま
夛

。
自
転
車
を

引
き
取
る
際
に
は
、
撤
去
料
と
し
て
2

千
円
夲
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

撤
去
後
2
ヵ
月
を
晋

苳
と
処
分
し
ま

す
の
刄
注
意
く
だ
さ
い
。

ほ
か
に
も
、自
転
車
を
自
宅
前
の
路

上
に
と
め
て
い
る
樊
励
嵒
公
手
。

通
行
の
妨
げ
に
な
り
ネ
ー
t
ゐ
で
、自
転

車
は
そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
内
に
と
め
ま
し

ょ
う
。

問
先
卜
自
転
車
係

掲
示
板

・

第
5
回
薬
草
勉
強
会

日
時
U
3

月
2
8日
㈲
、
午
前
8

時
出
発

場
所
卜
千
葉
県
薬
草
園
・
大
多
喜
(
I

プ
園

講
師
目
滝
戸
道
夫
氏

百

本
大

学
名
誉
教
想

定
員
=
5
0
入
(
先
着
順
)

費
用
H

大
人
3

千
5
0
0円

、
子
供
(
1
9一
歳

以
下
)
2

千
円

※
昼
食
、
バ
ス
代

、

保
険
料
込
み

申
・
問
先
卜
足
立
区
薬

剤
師
会

登
(
3
8
8
7
)
8
9
3
3

・

警
視
庁
少
年
相
談
所
開
設

日
時
U
3
月
1
2
日
～
1
4
日
、午
前
1
0
時
～

午
後
5

時

場
所
卜
大
丸
東
京
店
9

階

問
先
卜
警
視
庁
少
年
第
一
課

容
(
3
5
8
1
)
4
3
2
1

※
電
話
相
跡
も
同
時
受
付

昔
(
3
5
8
0
)
4
9
7
0

夸
第
1
期
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時
卜
4
月
～
6
月
の
第
2
・
4
木
曜

日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
場

所
=
千
寿
第
三
小
学
校

対
象
卜
1
6歳

以
上
の
区
民
(
初
心
者
歓
迎
)

費
用

卜
5
0
0
円

問
先
ト
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連

盟
・
長
谷
部昔

(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

・

「
障
害
児
教
育
・
保
育
」
受
験
生
募

集日
時
卜
夜
間
2
年
制
(
月
・
火
・
木
・

金
曜
日
、
午
後
6
時
A

時
4
0兮

対

象
乱
脱

、
保
育
士
、
指
導
員
、
保
健

婦
、
看
護
婦
、
障
害
児
教
育
に
関
わ
る

方

期
限
=
3
月
3
1日

場
・
申
・
問

先
目
う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
治
療
教
育
職

員
餐
成
所
-
エ
…
}・
8
5
1

梅
田
7
-
1
9
-
2
3

登
(
3
8
8
9
)
1
7
0
0

フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

y
3
月
1
3日
出
・
2
7日
出
・
2
8日
剛

東
栗
原
団
地

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

斑
雨
天
中
止
/
1
0
0
区
画
/
出
店
料
無
料

～
2
千
円
/
電
話
/
大
島

容
(
3
8
8
0
)
8
2
3
0

▼
3
月
2
8日
剛

北
千
佳
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)

午
前
1
0時
～

午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
7
0区
画
/

出
店
料
千
円
/
電
話
/
斉
籘

昔
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

y
4
月
4
日
茴

北
靡
笂
都
営
ア
パ
ー

ト
(
靡
笂
二
丁
目
)

午
前
1
0時
～
午

後
2
時

※
雨
天
の
燮
J
4
月
H
日
/
5
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
友
本

容
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0
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催
し
物

ガ
イ
ド

足
立
ジ
ュ
ニ
ア

吹
奏
楽
団

第
9
回
定
期
演
奏
会

日
時
日
3
月
2
1日
㈲
、
午
後
2
時
開
演

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル

内
容
ト
マ
第
L
部・
-・オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
(
動
物
園
の
一
日
ほ

か
)

マ
第
2
部
=・
6
年
生
に
よ
る
ソ

ロ
ス
テ
ー
ジ

昌
了
部
・・・ポ
ピ
ュ
ラ

ー
ス
テ
ー
ジ
(
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
ほ
か
)

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
り
文
化
振
興
係

日
本
少
年
少
女

合
唱
連
盟

第
1
0回
合
同
演
奏
会

北
は
秋
田
か
ら
、南
は
t
(
阪
ま
で
の

少
年
少
女
合
唱
団
9

胃
面

奏
会
で
す

。

日
時
目
3
月
2
8日
収

、
昼
の
部
…
正
午

開
演
、
夜
の
部
・
-・
午
後
5
時
3
0
分
開
演

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル

曲
目
目
(
レ
ル
ヤ
/

歌
凡

ば
た
の
し
ほ
か

費
用
卜
無
料

問
先

卜
文
化
振
興
係

4
月
か
ら
始
め
よ
う

老
人
会
館
の
教
室

・
水
彩
画
教
室

日
時
卜
毎
月
第
1
・
第
1
水
曜
日
(
全

2
4
回
)
、午
後
1
時
～
2
時
印
分

亜
書
道
教
室

日
時
卜
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日
(
全
1
9

一
回
)
、
午
唯
1
匹
7
2
歇
芬

-

い
ず
れ
も
厂
卜

対
象
卜
6
0
歳
以
上
で
区
内
在
住
の
方

現
在
受
講
中
の
方
は
除
く
)
※
同
時

に
2
つ
の
教
室
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
定
員
卜
3
0
人
(
抽
選
)
費
用

卜
無
料
申
込
日
往
復
ハ
ガ
キ
に
教
室

名
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
年
齢
、

電
話
番
笘
萌
記
期
限
卜
3
月
1
7
日

必
着
場
・
申
・
問
先
卜
参
人
会
館

〒
1
2
1
・
O
?
2
西
保
木
間
4
-
9
-

―

岔
(
3
8
～
)
9
7
3

乙

小
学
生

お
さ
ら
い
教
室

元
小
学
校
教
諭
が
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

方
式
で
指
導
し
ま
す
。

マ
関
原
教
室
(
関
原
C
O
-
4
7
・
U
茘

稚
園
内
)
・
・
・
毎
週
火
・
木
曜
日
▽
西

保
木
間
教
罕
=
(
西
保
木
間
―
-
8
-

2
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内
)
・
:
毎

週
水
・
金
曜
日

-

い
ず
れ
も
匚
卜

時
間
H
午
後
1
時
3
0
分
～
5
時
卯
ガ
の

う
5
F
時
間
教
科
目
国
語
/
算
数

定
員
卜
▽
小
学
校
1
年
生
・
・
-
1
0
人
(
5

月
入
学
)
マ
2
～
4
年
生
・
=
若
干
名

(
4
月
入
学
。先
着
順
)
費
用
H
月
額
t

千
円
～
5
千
5
0
0
円
申
込
卜
電
話

申
・
問
先
日
足
立
区
シ
ル

バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

さ
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

青
年
セ
ン
タ
ー
の催

し

・
先
住
民
族
と
教
育

日
時
目
3
月
1
2
日
啝
午
後
7
時
～
9

時
1
5分

内
容
目
日
本
人
が
も
っ
て
い

る
先
住
民
族
の
イ
メ
1・
ジ
に
つ
い
て
学

び
豕
T

講
師
目
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
ヘ
ン

リ
氏
(
昭
和
女
子
大
学
教
授
)

パ
ネ

ーフ
ー
H
関
東
お
よ
び
匙
毋
道
在
住
の
ア

イ
ヌ
民
族
の
皆
さ
ん

定
員
卜
6
0人

麈
青
年
講
座
「
気
ま
ま
に
シ
ネ
マ
―
今
、

ア
ジ
ア
映
画
が
面
白
い
!
―

」

日
時
日
3
月
1
8
日
團
・
2
5
日
困
、
午
後

7
時
～
9
時
内
容
目
今
、
話
題
の
ア

ジ
ア
映
画
の
魅
力
を
探
口
ま
す

講
師

卜
地
畑
寧
子
氏
(
映
画
ラ
イ
タ
土

定
贏
7
3
0人-

い
ず
れ
も
卜
匚

費
用
卜
無
料

申
込
=
電
話

塲
・
申

・
問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
9
0
)
8
6
1

子
育
て
支
援

お
や
こ
の
つ
ど
い

〝た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
〟

1
1年
度
募
集

日
時
卜
毎
週
金
曜
日
、午
前
1
0
時
～
H

時
3
0分

対
象
口
2
歳
(
4
月
現
在
)

以
上
の
幼
児
と
親

定
員
卜
2
4組
(
先

着
順
)

申
込
期
間
卜
4
月
9
日
ふ
(一

日

※
く
ゎ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
日
西
部
児
童

館

゛
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

そ う だ ん

教育相談
お子さんの教育上の悩みについて専門の
相談員が相談に応じ ます。
● 面接相談
日時=毎週月～金曜日( 祝日を除く) 、午
前9時～午後5時申込=電話
場・申・問先= 教育研究所03859- 9531　　　　　　　

綾瀬分室253838- 3588　　　　　　　
鹿浜分室Q3856- 了735

● 電話相談
日時=毎週月～金曜日( 祝日を除く) 、午
前9時～午後4時30分

申・問先= 教育研究所S3884- 7867

11年度の女性相談
日時=毎週火・金曜日は午前10時～午後4
時、毎週水・木曜日は午後2時～8時※
月・土・日・祝日は休み 場所= エル・ソ
フィア( 女性相談室) 申込= 電話予約

問先= 女性相談室03880- 5223

高齢者の就業出張相談
シルバー人材センターでは、高齢者の就

業出張相談をしています。働く意欲のある
高齢者の皆さんの相談に応じます。 日程=
下表 問先= シルバー人材センター

03859- 2561

米
穀
小
売
業

新
規
・
更
新
登
録

(
6
月
1
日
登
録
)

手
数
料
等
く
わ
し
い
内
容
は
、
申
請

用
紙
膏

」覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

日
3
月
1
5日
I
4
月
3
0日

王
・
日
・

祝
日
を
啄
く
)

儺
鬩
配
付
・
問
先
目

都
・
牛
居
文
化
局
米
穀
係

酋
(
5
3
8
8
)
3
0
8
3

区
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

引っ越しトラブルにご注意!
～
消
費
生
活
相
談
事
例
か
ら
～

「ポスト に入っていた引っ越しのチ ラシを見て契約した
が、さら に安い業者を見つけたので 、解約を申し出たら
高い解約料を 請求された」「引 っ越し の とき、ダ ンスや
塰を傷つけ られたが、業者が補 償をし てく れない」
引 っ越し のシーズンを迎えて、こ んなト ラブ ルが増え
てい ます。

問先= 消 費者センタ ー03880- 5385

・
ト
ラ
ブ
ル
解
消
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
サ
ー
、匕
ス
規
模
を
決
め
て
会
社
選
び

価
格
は
安
い
が
荷
造
り
は
自
分
で
・
…

価
格
は
高
く
て
も
す
べ
て
お
任
せ
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
様
弋

ま
ず
は
、
自

分
が
溶
兄
い
サ
ー
ビ
ス
と
予
算
を
明

確
に
し
、
信
頼
で
き
る
運
輸
省
許
可
業

者
か
ら
選
び
ま
し
ょ
う
。

②
見
積
も
り
を
取
っ
て
内
容
検
討

複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
書
を
取

っ
て
比
較
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
料
金
や

手
順
、
仕
事
の
範
囲
、
解
約
条
件
、
紛

失
・
破
損
時
の
補
償
内
容
等
を
十
分
検

討
す
る
こ
と
が
大
切
で
T

。
許
可
業
者

な
ら
見
積
も
り
は
無
料
で
、
解
約
料
も

申
し
出
日
に
よ
る
明
確
な
取
り
決
め
が

あ
ひ
ま
す
。

引
つ
越
し
日
時
や
転
居
先
の
立
地
条

件
な
ど
も
し
っ
か
り
打
ち
お
わ
せ
を
し

て
か
ら
契
約
匚
ま
し
ょ
う
。

③
貴
書
E
は
亊
前
に
申
し
出
る

骨
善
E
な
ど
貴
罌
四
事
前
に
申
し

出
て
お
か
な
い
と
、
破
損
し
た
場
合
な

ど
に
十
分
な
補
償
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
欒
す
。
大
切
な
も
の
は
で
き

れ
ば
自
分
で
運
ぶ
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

④
引
っ
越
し
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
確
認

引
つ
越
し
が
終
わ
っ
た
ら
、
す
べ
て

の
荷
物
に
異
常
が
な
い
か
を
調
べ
ま
し

ょ
う
。
万
一
、
紛
失
や
破
損
な
ど
が
あ

っ
た
ら
夛
ぐ
業
者
に
連
絡
し
て
、
冷
静

に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
申
出
期
間
は

引
つ
越
し
の
日
か
9
冫
刀
月
で
す
。

〝ちょっとそこまで
選挙です〟

4 月11日(日) 東 京都知事選挙

4 月25日(日) 足 立区議会議員選挙　

投票時間　午前7時～午後8時

統
一
地
方
選
挙
で
投
票で
き
る
方

次
の
条
件
す
べ
て
笳
備
え
て
い
る
方

が
足
立
区
で
投
票
で
膏
ま
す
。

マ
東
京
都
知
事
選
挙

日
本
国
民
で
年
齢
満
2
0歳
以
上
で
あ

る
こ
と
(
昭
和
5
4年
4
月
1
2日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
)
/
平
成
1
0年
1
2月
2
4
[
[

ま
で
に
足
立
区
に
転
入
届
を
済
ま
せ
、

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と

▽
足
立
区
議
会
議
員
選
挙

日
本
国
民
で
年
齢
満
2
0歳
以
卜
で
あ

る
こ
と
(
昭
和
5
4年
4
月
2
6日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
)
/
平
成
1
1年
1
月
1
7日

ま
で
に
足
立
区
に
転
入
届
を
済
ま
せ
、

引
き
柄
き
廓
んで
い
る
こ
と

教
育
研究
所
で
も
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す

今
回
の
選
挙
か
ら
、
区
役
所
、
千
寿

小
学
校
の
ほ
か
に
、
教
育
瓩
駈
一で
も

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
(
下
表
)
。
'

」利
用
く
だ
さ
い
。

選
挙
運
動
　
Q
&
A

Q

統
一
地
方
選
挙
の
選
挙
運
動
は
、

い
つ
か
ら
で
き
ま
す
か
。

A

候
補
者
は
告
示
日
(
恵
示
都
知
事

選
挙
は
3
月
2
5日
、
足
立
区
議
会
議
員

選
挙
は
4
月
1
8日
)
に
立
候
補
の
届
出

が
受
理
さ
れ
て
か
ら
投
票
吁
前
日
ま
で

の
聞
、
選
挙
運
動
が
で
孝
豕
す
。

Q
選
挙
運
助
期
間
中
は
、
早
朝
や
夜

間
で
も
街
頭
演
説
は
で
き
ま
す
か
。

A
午
後
&
時
か
ら
翌
日
の
午
前
8
時

ま
で
の
閭
。街
頭
演
説
は
で
膏
歪
せ
ん
。

な
お
、
学
校
や
病
院
等
の
周
辺
で
は
静

穏
を
保
持
す
る
ぷ
つ
、
ま
た
長
時
間
に

わ
た
っ
て
同
一
の
場
所
で
行
わ
な
い
よ

う
努
め
る
こ
と
レ
に
百
れ
て
い
ま
す
。

Q
電
話
で
立
候
補
者
の
投
票
依
頼
を

す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
で
孝
豕
T
。
た
び
し
、
選
挙
迎
勣

期
間
中
に
限
n
乖
y
の
で
、
そ
れ
以
外

の
期
間
(
告
不
前
、投
票
日
当
日
な
ど
)

は
で
浙
ま
せ
ん
。

問
先
卜
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

不在者投票受付

※ いずれも時間は、午前8時30分～午後8時

許
せ
ま
せ
ん
!

区
役
所
の
ガ
ラ
ス
を
割
る
な
ん
て

区
の
様
々
な
施
設
や
公
園
は
、
皆
さ

ん
の
共
有
財
産
で
す
。
し
か
し
、
一
部

の
人
の
心
な
い
行
為
の
た
め
に
、
次
々

に
公
共
物
が
傷
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
月
1
日
の
早
朝
、
区
役
所
南
側
玄

関
の
ガ
ラ
ス
が
何
者
か
に
割
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
た
だ
ち
に
、
綾
瀬
警
察

に
被
害
届
け
を
出
し
ま
し
た
が
、
犯
人

は
捕
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
2
日
前

に
は
、
あ
だ
ち
再
生
館
も
同
様
の
被
害

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
見
回
り
も
し
て

い
ま
す
が
、
完
全
に
防
止
す
る
の
が
難

し
い
の
も
事
実
で
罵

当
然
、
補
修
に
は
費
用
が
か
か
り
、

皆
さ
ん
が
峭
め
た
税
啻
な
ご
か
ら
支
払

わ
れ
る
の
で
す
。
本
来
な
ら
ば
、
使
う

必
要
の
な
い
お
金
を
襲
p
な
け
れ
ば
な

う
な
い
の
で
す
。

公
共
物
腓
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
こ

ん
な
こ
と
は
2
度
と
起
き
て
欲
し
く
な

い
も
の
で
す
。
(
庁
`
唇
理
課
)

▲ ガラ スには30cmの穴が…

投 稿募集中　問先= 広報課

み んな の

ペ ー ジ

柳
原
千
草
園

白
島
幸
明
さ
ん
(
柳
原
在
住
)

梅
の
つ
ぼ
か
も
、
そ
ろ
そ
ろ
ふ
く
ら

み
始
め
て
韋
に、い
る
僕
の
近
所
の
柳
原

千
草
園
。
ロ
ウ
バ
イ
の
花
が
き
れ
い
に

咲
い
て
い
ま
す
(
写
真
)
。
寒
中
に
花

咲
く
漂
う
芳
香
が
人
々
を
楽
し
ま
せ
ま

す
。
烏
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
メ
ジ
ロ
な

ど
い
ろ
い
ろ
来
串
歹
。
一
度
采
園
し
て

ぐ
だ
さ
い
。
(
Z

月
1
日
撮
影
)

花
全
体
が
黄
色
で
香
り
が
強
い
の
で
す



1999 年( 平成11 年) 3 月10 日あ だ ち 広 報第1235 号 ( 8)

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
1
1
)

押

部

公

園

鹿
浜
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る

、
滝
と

噴
水
の
あ
る
公
園
が
押
部
公
園
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
散
策
し
た
り
、
セ

ン
タ
ー
の
図
書
館
で
借
ひ
た
本
を
こ
の

公
園
で
閧
く
の
も
こ
こ
ち
艮
い
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

公
園
に
は
、

少
年
野
球
場

や
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
広
場
も

あ
り
、
子
裝

た
ち
の
元
気

な
戸
が
響
き

ホ
罵

例
年
、3
月
中
旬
ご
ろ
に
は
寒
緋
桜

が
咲
き
ま
す
。

鹿
浜
6
-
8
-
髱
東
武
バ
ス
二
百

新
井
駅
上
劈
鉈
市
農
業
公
園
)
耶

浜
十
字
路
下
車
徒
歩
3
分

匸
こ

あ
な
た
の
い
こ
い
の
場
所
を
お
知
ら

せ
ぐ
だ
さ
い
。(

広
報
課
)

花だよ り

馬酔木

ヅ

セ
ビ
″
は

デ

シ
ビ
″
と
も
呼

ば
れ
る
ツ
ッ
ジ
の
仲
間
の
常
緑
低
木
で

、

本
州
や
四
国
、
九
州
の
乾
燥
し
た
山
野

に
生
え
ま
す
。

根
元
か
ら
枝
が
分
か
れ
て
株
立
ち
に

な
り

、
既
木
に
な
る
と
そ
の
枝
が
曲
が

っ
た
形
に
な
ひ
康
司

3
月
か
ら
5

月
に
か
け
て

。
枝
の
先

か
ら
6

～
8

四
の
小
さ
な
つ
ぼ
の
形
を

し
た
白
い
花
を
た
く
さ
ん
づ
け
豕
歹
。

枝
葉
の
煢
一…一
整
っ
刄

天
し
い
の
で
、

和
風
庭
園
に
植
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

{甼
か
、
花
や
葉
に
は
強
い
毒
性
が
あ

り
ま
す
。
馬
が
葉
を
臾
べ
る
奎
じ
む

と
い
う
'
左

か
ら
罵
酔
木
″
と
も
言

わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
動
物
が
囗
に

す
る
y
しと
は
な
い
ぶ
つ
で
す
。
そ
の
た

め
、
動
物
園
の
囲
い
と
し
て
植
え
る
こ

と
も
あ
る
ぷ
っ
で
す
。

(公
園
緑
地
課
》

馬
酔
木
の
見
ら
れ
る
公
園
・・・
五
反
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
、
花
畑
公
園
桜
花
亭

(
植
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
ヂ
ー
の
n
ま
す
か
、

興
味
蕚
{
孝
か
多
い
の
で
紹
介
し
て
い
ネ
y

)
絵: 内田花子( 興野二丁目)

平
成
1
0年
4
月
1
日

足
立
区
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
施
行

た
ば
こ
・
空
き
缶
・
ガ
ム
・
紙
く
ず
な
ど
の

ポ
イ
捨
て
、
犬
の
ふ
ん
の
放
置
は
区
内
全
域
で

禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
き
れ
い
な
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
先
a
地
域
振
興
課
美
化
推
進

鼻‥・
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

スケッ チあだち このコーナーではまち の情報・話 題を

お待ちし ています。

問先= 広報 係 　3880- 5111 ㈹

火災から文化財を守ろう
大鷲神社で消防演習

文
化
財
防
火
デ
ー
の
1
月
2
6日
に
、

大
鷲
神
社
(
花
畑
七
丁
目
)
で
足
立
消

防
署
に
よ
る
消
防
演
習
が
あ
り
ま
し
た
。

本
殿
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定
で
、

神
社
の
関
係
者
に
よ
る
初
期
消
火
や
、

消
防
隊
と
消
防
団
の
連
携
し
た
訓
練
を

キ
ビ
キ
ビ
と
行
い
ま
し
た
。
最
後
は
本

殿
の
屋
根
に
向
け
て
一
斉
放
水
を
し
て
、

演
習
を
し
め
ぐ
く
り
奔
し
た
。

▲ 本殿の屋根へ一斉放水

▲ 巫女( みこ) さんなどによる初期消火

梅
の
花
が

咲
き
ま
し
た大谷田公園

園
内
に
約
川
本
の
梅
の
あ
る
大
谷
田
公
園

に
は
、
梅
の
香
に
誘
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

2
月
2
8日
に
は
、
扼
の
花
を
観
る
会
(
水

と
緑
の
公
社
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
エ
ィ
ッ
!
　
平
野
住
区
セ
ン
タ
ー
で

松
鶴
家
千
と
せ
師
匠
講
演
　
大
盛
況

2
月
1
4日
、
平
野
住
区
セ
ン
タ
ー
青

壮
年
部
主
催
に
よ
る
恆
例
の
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
区
内
在
住

の
漫
談
冢
・
松
鶴
冢
千
と
せ
師
匠
が

『私
の
漫
談
人
生
』
と
題
し
て
、
山
あ

ひ
谷
あ
り
の
芸
能
生
活
を
講
演
。
お
な

じ
み
の
芸

石
か
る
か
な
あ
、
わ
か
ん

ね
凡
だ
る
冫
尽
あ
、
イ
ェ
イ
ツ
」
を
織

ひ
混
ぜ
な
が
ら
、
大
活
躍
の
時
代
や
苦

し
か
っ
た
時
代
夲
蜃
談
風
に
披
露
。
と

く
に
「
人
生
い
ろ
い
ろ
と
波
が
あ
る
。

困
っ
た
と
き
が
大
事
。あ
わ
て
ず
ゆ
っ

く
叺
と
歩
け
ば
よ
い
」
と
の
言
葉
に
皆

さ
ん
感
動
。
笑
い
と
拍
手
喝
采
の
中
、

あ
っ
と
い
う
間
の
1
時
間
半
で
し
た
。

斎
茎
俘

年
部
長
さ
ん
ほ

ど
れ
か
ら

も
、
楽
し
く
て
何
か
得
る
も
の
が
あ
る

企
画
を
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
松
鵺
冢
千
と
せ
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
サ
イ
ン
入
ひ
色
紙
を
抽
選
で
1
名

の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、(
ガ
キ
に
広
報
紙
へ
の
意
見

を
添
え
て
広
報
課
ま
で

期
限
卜
3
月
1
7

日
-
y
a
・
8
5
1
0

中
央
本
町
―
-
1
7
-
1

▲ 笑う門には福来る

▲ 「オレがむかしカラスだ

ったころ……」

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
『
納
豆
』づ
く
り
2
/
2
4
・
2
5

抗
菌
作
用
な
ど
で
今
、
注
目
を

集
め
て
い
る
『
納
豆
』。
消
費
者

セ
ン
タ
ー
の
生
活
の
科
学
教
室
で
、

区
民
の
皆
さ
ん
が
そ
の
納
豆
づ
く

り
に
挑
戦
。
市
販
の
大
豆
か
ら
煮

て
、
納
豆
菌
と
混
ぜ
発
酵
。
弓

ま
く
糸
を
引
い
て
く
れ
る
か
と
て

も
心
配
で
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

味
に
満
足
で
す
」
と
慘
さ
ん
。
ア

ミ
ノ
酸
や
た
ん
ぱ
ぐ
質
の
講
義
も

あ
り
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
納

豆
の
パ
ワ
ー
を
頭
と
お
腹
で
合
点

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

次
回
の
生
活
の
科
学
教
室
は
6

月
開
催
予
定
で
す
。
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

日
本
文
化
で
国
際
交
流

2 月17日、花畑記念庭園( 桜花亭) で行われた
日本文化講座。いろいろな国の人たちが参加し 、
代表的な日本文化である生け花を楽しみました。
F花で自分を表現できる、これが生け花のおも

しろさですね」と語るのは、指導者の宅間かよ子
さん( 谷中一 丁目) 。アシスタント には、足 立区
国際親善協会姉妹都市( ヘルモント 市) 専門員の
クリスティーナさんの姿も。自分の個性がでた作
品に、参加者の皆さんは大満足していました。

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

自
分
の
気
持
ち
を
生
け
花
に
こ
め
て

2月3日　西新井大師
だるま供 養と節分の豆まき

務
め
を
果
た
し
た
だ
る
ま
さ
ん
に
感
謝

～
だ
る
ま
供
養
～

今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
た
豆
ま
き

古紙配合率70% 再生紙を使 用し ています S. T. Hi . 　240, 000


